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田口義隆セイノーホールデインダス(株)代表取締役社長と大友売之朝日大学学長が調印

朝日大学とセイノーホールテεインク‘ス(株)による「短期海外研修実施に関する覚書j締結の調印

式が行われました。今後、地域産業と大学教育の分野における連携がより強化され、地域社会の

や朝日太学

発展と人材育成に寄与することとなります。

。嶋巨〉
大学評価基準を満たす認定マーク



02 

HOT TOPICS 

「建学の精神」に基づき

「魅力ある大学、選ばれる大学」をめざす

I 2016年度事業計画が決まる 2016年度の事業計画の基本方針を

述べる宮田淳理事長

2016年度の事業計画が、本年l月の理事会で決定されました。

建学の精神「国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、

人類普遍の人間的知性に富む人間の育成」に基づき、次世代を担

う若者の夢の実現に向け、教育の質の向上をはかり、社会の多様な

変化に対応できる有為な人材の育成に全力で取り組むこととなります。

本事業計画は9つの柱で構成され、次のとおり計画されています。

1 優秀な学生の受け入れ

・積極的な学生募集の実施

(オープンキャンパスの充実、ネット出願制度の維持、アジア地域

からの留学生受入れ強化)

・経営学部の改組及び保健医療学部の学科増設

・アド、ミッションポリシーに基づく学力3要素を多面的・総合的に評

価する入学試験の実施

2 教育・研究活動の質の向上

・能動的学修の推進

・教育の質の保証と向上活動

・地方教育懇談会の開催

・大学情報の発信(教育・研究情報、認証評価等の公表)

・IR推進本部による学生、教学等に関する情報収集・分析等活動の実施

・研究活動の推進

・認証評価の受審

3 地域社会、ステークホルダー等への貢献及び連携

・地域貢献(高大連携、諸団体との連携推進、公開講座等各種イベントの開催)

・教育後援会・同窓会との連携強化

・三医療機関による社会貢献

(附属病院の機能充実及び包括支援歯科医療センターの開設等)

4 産業界・他大学・自治体との連携

・産学官連携協定による活動

(セイノーホールディングス、j農飛倉庫運輸、岐阜新聞社、岐阜県

弁護士会、社会医療法人蘇西厚生会、岐阜県瑞穂市等)

・瑞穂市商工会との連携活動

・岐阜県北方警察署との地域防犯活動等

・明海大学及び三重大学との協定に基づく活動

・受託研究・共同研究等による知的財産創出の推進

教職員の資質向上が不可欠
教育職及び事務職の管理職員を対象としたSD研修会が開催され、

大友克之学長、岡村明夫常務理事から12016年度事業計画の概要」

と「本学の現状分析」について詳細に解説されました。

出席者たちは建学の精神に基づき、より一層の大学改革の推進、組

5 国際化ビジョンに基づ、くク‘口ーパルイヒの推進

・学生の国際化推進

(海外提携大学との活発な相互交流、EL5を通じての英会話教育等)

・教員の国際化の推進

(海外留学研修支援の強化、国際化に対応できる教職員の育成)

・地域の国際化の推進

(国際交流イベントへの参加、高等学校英語弁論大会・英語教育

研究セミナーの開催)

6 学生支援対策

・学修・課外活動支援

(チユーター制度、オフィスアワー、55C修学等支援、各種奨学金

制度による経済的支援、海外研修支援、体育会への活動支援)

・学生生活支援(三医療機関における診療費補助、スクール/¥ス運行)

・就職支援(高い就職率の維持)

・留学生支援(住居支援、家賃補助、就職支援の強化)

7 社会人の学び直し支援

• CE(歯科医師に対する生涯教育)の推進

・履修証明プログラムの提供(英会話プログラム等)

・教育訓練講座実施の検討(厚生労働省指定)

8 施設・設備の充実

・計画的な改修工事の実施

・耐震補強工事の実施

・附属病院建替の具体的計画の策定

・教育充実のための設備整備

・三医療機関の計画的な設備整備

・歯科衛生士専門学校実習室の改修

・保健医療学部新学科設置に伴う施設設備の改修

9 法人運営の基盤強化

・合理的な予算編成と執行

・安全性・確実性を考慮した資産運用

・三医療機関の安定的な経営

・外部資金獲得の推進

・計画的な5D活動による事務職員の育成

織力の強化と教職員の資質向上をはかる

ことが「魅力ある大学、選ばれる大学づくり」

につながるものであるとの認識を深めました。

SD [staff developmentl 

職員の意識改革、能力開発の実践的手法
大友学長らが講師を務める



新役職者決まる
本年3月の役職者の任期満了にともない、理事会において2016年

度の新役職者等が選任(再任、任期中の役職者を含む。)されました。

-一一『 ヲ E 内 「魅力ある大学づくり、

新旧役職者が挨拶
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選ばれる大学づくり」をめ

ざし、大友克之学長、森下

伊三男副学長、倉知正和

副学長、田村康夫副学長

を中心とした執行部体制

がスタートします。
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地域社会との連携強化

|岐阜県教育委員会との連携

朝日大学と岐阜県教育委員会は、

岐阜県の特別支援教育の充実を図

ると共に、共生社会の実現に向けた

一一ーーーーーー・ー竺ーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・圃

人材の育成に寄与することを目的とし、連携協力に関する協定を締

結しました。今後は、次にかかげる事項を中心に連携協力を行うこと

で、地域社会における教育活動に貢献していくこととなります。

-特別支援学校が行う教育活動及び部活動の充実

・特別支援学校が行う進路指導及びキャリア教育の推進

・特別支援学校が行う教職員研修等の実施

ASAHI University News Letter 

セイノーホールデイングスとの

新たな産学連携
朝日大学とセイノーホールデイングス(株)による「短期海外

研修実施に関する覚書」締結の調印式が穂積キャンパス理

事長室で行われ、田口義隆セイノーホールデイングス代表取

締役社長と大友克之学長ら関係者が出席しました。

朝日大学とセイノーホーjレディングスとは、すでに「産学連

携活動に関する協定J、「寄附講座の実施に関する覚書J、
「インターンシッフ。実施に関する覚書」並びに「マーケティング

分野における産学連携活動に関する覚書jを締結しており、

今回の覚書の締結によって、学生の国際化推進にも寄与す

ることとなります。

|産学連携協議会を開催

また、調印式会場では「第3回産学連携協議会Jが開催さ
れ、これまでの活動状況(寄附講座、インターンシップ、グロー

パルロジスティックス研究会、マーケティング分野の連携活

動・コラボ企画など)が報告されると共に、新たに締結された

覚書に基づく「学生の短期海外研修実施」に向けた協議が

行われました。

産学連携協議会が開催される

セイノーホールデイングス(株)(本社:岐阜県大垣市田口

町l番地)は、世界規模でグローバルな事業展開を推し進め

る物流業界の最大手の地元優良企業です。

|ぎふ瑞穂スポーツガーデンとの連携

また、朝日大学は一般社団法人ぎふ瑞穂スポーツガーデンとの

聞で、競技スポーツの振興をはじめ、スポーツを通したまちづくりや

健康づくりの推進に寄与することを目的とし、包括連携に関する協

定を締結しました。今後は、次にかかげる事項を中心に連携協力を

行うことで、地域社会におけるスポーツの振興と健康づくりに貢献し

ていくこととなります。

-各競技団体における競技力向上

・市民に対するスポーツ活動の推進、健康啓発

・スポーツを通じた地域の活性化
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名桜大学学長による講演
FD活動推進委員会(委員長.森下伊三男副学長)主催による

「朝日大学第20回FD教員研修会」が5号館大講義室で開催され、

授業や診療を終えた教職員約90名が参加しました。

産学連携で学修機会を提供

本研修会は、授業方法

や指導方法等の改善を

通じて、魅力ある授業を学

生に提供することを目的と

して開催されているもので、

今回は、公立大学法人名

山里名桜大学学長から「国際教養人の育成」を学ぶ 桜大学(沖縄県名護市)

の山里勝己学長を講師に迎え、「沖縄における名桜大学の取り組み

一国際教養人の育成について-Jと題した講演が行われました。
講演終了後には、沖縄ならではの国際的な取り組みゃ教育につ

いて活発な質疑応答が行われ、今後の朝日大学と名桜大学との

学生交流につながる研修会となりました。

朝日大学では、今回開催された教員研修会のほか、全学や各学

部において授業改善のためのアンケート、相互授業参観、FDワー

クショップ、FD連絡勉強会などを実施しており、今後も「魅力ある大

学、選ばれる大学」をめざし、様々なFD活動を積極的に推進して

いきます。

FD [faculty development] 教員の教育能力を高めるための実践的手法 :

タンザニアの医療と現状
独立行政法人国際協力機構タンザニア事務所所長の長瀬利雄

氏を講師に迎え、iJICAによる国際協力と医療の現状」と題した特別

講演会が開催されました。

医療系学生(歯学部、保健医療学部、大学院歯学研究科、歯科

衛生士専門学校)ら約350名が、JICAの役割、タンザニアにおける

保健医療センターの取組みなどについて熱'L.、に学びました。

I JIω取り組み h一一一
長瀬氏からは、JICAは単に

先進的な技術やプログラムの導

入だけではなく、現地の方々と同

じ目線で問題解決にあたると共

に、取組み後も現地で継続可能 長瀬氏が国際協力と医療の現状を語る

な技術やプログラムを導入し、それが浸透するような支援を目指してい

ると述べられました。また、保健医療センターでは、雑然とした現地の医

療現場の環境が整然と改善されていくi5S-KAIZEN-TQMJ活動の

様子が紹介されました。

特別講演の最後には、タンザニア初代大統領の言葉iPeopl巴

cannot be developed. they四 noniy develop themselvesJを挙げ、自

らを発展・発達させることができるのは自分以外にはし、ないことを十分

認識し、勉学等に励むことが大切であると学生たちに誇りかけました。

f 与tl∞〉
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裁判所と法学部との交流
法学部平田ゼミでは、名古屋地方裁判所から裁判所書記官の

経歴を有する特別講師を招き、交流会を開催しました。

裁判所書記官は、法律の専門家として固有の権限が付与されて

おり、その権限に基づいて法廷立会、調書作成、訴訟上の事項に

関する証明、執行文の付与のほか、支払督促の発付等を行います。

裁判所書記官になるには、裁判所職員として一定期間勤務を

経たうえで、裁判所職員総合研修所入所試験に合格して同研修

所で約1-2年の研修を受ける必要があります。

|裁判所書記官の役割

特別講師を務めた奥

村勲先生は、これまで上

席書記官や民事執行

官を歴任。現在は名古

屋地裁で民事調停委

員・家事調停委員・司法 模擬法廷で奥村先生を囲んで記念撮影

委員の職に就いておられます。書記官は、法令や判例を調査し、裁

判がスムーズに進行するように、弁護士や訴訟当事者等と打合せを

行うのも大きな仕事の一つですが、奥村先生が教科書記は書かれて

いない裏話などを提供すると、学生たちはメモをとりつつ興味深く聞き

入っていました。写真で一番手前の書記官席に着座している学生は

書記官希望の学生で、特に熱心に聴講していたのが印象的でした。

この世に紛争がある限り、法律は必要であり、そのため法学部の

もつ存在意義は普遍的であると奥村先生は強調され、朝日大学法

学部生に裁判所事務官-書記官のみならず、民事執行官になるよ

う勧めていただきました。

成人式で歯科検診
瑞穂市総合センターで行われた成人式で「記念歯科検診」が実

施されました。成人式での歯科検診は毎年実施されており、歯学部

社会口腔保健学研究室の歯科医師らが、新成人の歯科検診を行う

と共に歯の健康管理についてアドバイスを行し、ました。

|歯の健康に対する意識

成人式会場では、あでやかな振り袖やスーツ姿の新成人たちが虫

歯の有無を診てもらったり、フゃラッシング指導などを受けていました。

歯科検診を監修した同研究室の磯崎篤則教授(歯学部長)は、

「成人式を迎えた若者の歯の健康に対する意識は非常に高u、もの

がある。これからも検診を通じて地域社会の健康を守っていきたい」

と語りました。



日商簿記検定直前対策講座

穂積キャンパス6号

館大講義室で「日商簿

記検定2級直前対策

講座ー」が閲読され、岐

阜県内の高校で商業

科目を学ぶ生徒約300

名が参加しました。

同講座は、岐阜県高 高校生が真剣な表情で直前対策講座に取り組む

等学校商業校長会からの要請を受け、商業科で学ぶ高校生が会

計を武器に自身の可能性を広げ、将来、地域社会に役立つ人材と

して育っていくことを期待し毎年開講されています。

|公認会計士試験合格者を多数輩出

講師を務めた経営学部の小島一富士教授は、現役公認会計士

として、また中央大学経理研究所講師としても活躍されており、本学

の学生を含め多数の公認会計士試験合格者を輩出しています。

生徒らは合格をめざし、小島教授の一言ー句を逃すまいと真剣な

姿勢で取り組んで、いました。

入院患者さんを癒す

|心のこもった贈り物

村上記念病院では、寒さを向か

えるこの時期に入院患者さんへひ

ざ掛けを贈ってし3ます。

この行事は、毎年行っている催事

で、本院とかかわりのある森プリント 入院患者さんにひざ掛けを贈る

(株)(本社・岐阜県羽島郡笠松町米野)の森典義社長のご好意によ

り寄付を受けたひざ掛けを入院患者さん一人ひとりへ贈りました。

本院の非常勤講師で、いちだクリニック院長(岐阜市清本町)の

市田正成先生、森社長、大橋宏重病院長らがサンタクロース姿に

扮して病室を訪問。「早く良くなりますようにJと声をかけてひざ掛け
を手渡すと、患者さんは「季節を感じづらい病院の中で、楽しい時

間とぬくもりをありがとう」と顔をほころばせていました。

優雅な音色が奏でられる

優雅な音色が奏でられたコンサー卜

また、病院l階ホールではウ

インターコンサートが開催され、

入院患者さんらはヴァイオリンと

電子オルガンが奏でる優雅な

音色に聞き入っていました。

岐阜市のサマランカホール

協力アーテイストで、県内外で

活躍するヴァイオリン奏者の廉めぐみさんと電子オルガン奏者の遠

藤由香さんが出演したコンサートでは、「知床旅情」ゃ「高校3年

生Jなど14曲が演奏されました。入院患者さんらは手拍子をしたり、
口ずさんだりしながらみんなで楽しい時間を過ごしました。
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社会人基礎力育成グランプリで

「奨励賞」
全国の大学生チームが、大学での活動(授業・研究・ボランティア

活動等)を通じて社会人に必要な自主性や協調性などを身に付け、

どれほど成長したかを競う「社会人基礎力育成グランプリ2016中部

地区大会」が、社会人基礎力協議会の主催により開催(共催経済

産業省)されました。同大会へは、法学部の学生団体「こぞって投票

にいこまいプロジェクトJが出場し、みご、と「奨励賞」を受賞しました。

|若者の投票率向上をめざす

同フ。ロジ、エクトのメンバーたちは、キャンパス内での模擬投票の実

施や岐阜県選挙管理委員会と共に啓発用CMを共同制作するな

ど、若者の投票率の向上を目指し日々活動を行っています。

同プロジ、エクトの共同代表の幸地啓太さん(法学部4年)らは、瑞

穂市役所を訪問し、棚橋敏明市長に「奨励賞j受賞を報告すると

共に、「今後も投票率が上がるように取り組みたい。選挙権年齢が

18歳以上にヲ|き下げられることから、是非、大学キャンパス内に投

票所の開設をお願いしたい」との要望を伝えました。これに対し市

長は、「運営上の課題を踏まえつつ、前向きに検討したい」と学生

たちに言音りかけていました。

野菜スイーツを販売
名古屋市のオアシス21内の 「清流の国アンテナショップ

g.i.foodsJにおいて、経営学部の学生が「野菜スイーツ」を一日限

定で販売しました。

この「野菜スイーッ」は、岐阜新聞社の「未来を育むWOMAN

ACTIONJ企画の一環として]A提供の岐阜県産野菜を使って女

子学生が企画・開発したもの。開発には瑞穂市(馬場前畑町)の洋

菓子庖シュ・デュモン様にご協力いただきました。

|お客様に大好評

販売当日は男子学生も加わり、特設ブースでは自分たちでデザイ

ンしたミニのぼりやパネルを使って「野菜スイーッ」をアピール。

岐阜県産の野菜を使用しているということで、子供連れの家族や

健康志向の高い方々に大変好評をいただきました。特設ブースの

学生たちは、お客様の笑顔を見てほっとした様子でした。

「野菜スイーッ」は洋菓子庖シュ・デユモン様で、も販売しておりま

すので、ぜ、ひ学生が企画・開発したお菓子をご賞味下さい。

「野菜スイーツ」をアピール
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入学前セミナーを開催

|歯科医師への道がスタート

「歯学部入学前セミナーjが、穂積キャンパス及び大垣フォーラム

ホテルにおいて開催され、今春の入学を心待ちにした入学予定者

が参加しました。

セミナー会場では、磯崎篤則歯学部長らから「入学までの貴重

な時間を将来の歯科医師という夢に向けた歩みの期間としてもら

いたい」旨の挨拶の後、「教育方針、歯学教育の現状、歯科医師を

めざす学生像」などの説明や入学までの様々なアドバイスが行われ

ました。グワレープデイスカッション、チューターらとの座談会やボウリン

グ大会を通じて、教職員との交流もはかられ、参加者たちは、朝日

大学での充実した学生生活に夢と希望をふくらませていました。

入学前セミナーで嫌々 なアド1¥イスを受ける(歯学部)

看護師をめざす入学予定者

また、保健医療学部看護学科でも「入学前セミナー」が穂積キャ

ンパスで開催され、多くの入学予定者が参加しました。

森下伊三男副学長やj賓畑章子教務学生委員長らから「看護学

科からのメッセージ」と題したガイダンスを受講後、6号館の看護実

習室やキャンパス内の各種施設を見学しました。その後、参加者は

教職員や先輩たちとの「先輩と話そう1&ティータイム」で交流を深

めていました。

参加者からは「やさしい先輩が多く安心しました。Jなどの感想、が

寄せられ、有意義なセミナーとなりました。

「読み聞かせ」を聞く
留学生別科日本語研

修課程の「日本事情(日

本の文化)Jの授業に、瑞

穂市図書館などで活躍さ

れている「子どもの本を読

む会ーかんがうるー」代表

の熊崎文さんらを講師と

してお迎えし、大型絵本、 「かんがうる」による読み聞かせ

紙芝居や組木なと守を使った6つの話を披露していただきました。

日を輝かせて「読み聞かせ」を体験した留学生からは、「絵がかわ

いく、色がきれいで、絵本をもっと読みたくなりました」などの感想が聞

かれ、日本語や日本文化への理解を一層深める良い機会となりました。

朝日大学クリーン活動
穂積キャンパス周辺

の道路などで「朝日大

学クリーン活動Jを実施

しました。

クリーン活動は、環境

美化に対する意識の

育成やモラル向上を自 学生・教職員が毎月クリーン活動を展開

的に開始した活動です。学生や教職員約70名が参加したクリーン活

動では、大学構内や大学周辺の道路のゴミ拾い、植樹帯の除草など

の清掃活動を行し、ました。

クリーン活動は今後も毎月第l水曜日に行われますので、学生・教

職員の積極的な参加をお待ちしています。

就職活動本格スタート
大学生の就職環境が厳しさを増すなか、法学部・経営学部3年生

の就職活動がし、ょu、よ本格的に始まりました。

本学では、就職支援の一環として就職活動を直前に控えた学生

(3年生)を対象に、大垣フォーラムホテルにおいて「企業と大学による

面接合宿jを実施しました。

|ビデオで面接の様子を確認

同合宿では、地元企業の人事担当者を講師に迎え、「自己分析-

PR、志望動機の作成」から「模擬面接」まで、実践的で幅広い指導

が2日間にわたり行われました。参加した学生たちは、就職戦線を目

前に控え真剣な面持ちで講師のアドバイスに耳を傾け、それぞれが

手応えを感じている様子でした。

人事担当者による「模擬面接」

積極的に自己アピール

また、3月には岐阜都ホテル(岐阜市)において「朝日大学就職セミ

ナー2016Jが開催されました。

このセミナーは、本学学生の採用実績が豊富な東海地区を中心と

した企業や公共団体を招いて行う本学独自の就職説明会で、毎年

学生たちが自分を積極的に企業へ売り込む場となっています。参加

企業等は200社を超え、約300名のリクルート姿の本学学生が企業

ブースに足を運び、採用担当者と面談しました。

セミナー終了後の企業担当者からは、参加学生の意欲・熱意の高

さに評価が集まり、入学時から取り組んできた就職活動に対する備え

の成果が大いに感じられた「就職セミナー」となりました。



バレーボールクリニック開催
沖縄県宮古島で、全日本男子チーム・コア監督の酒井新悟氏

を講師に迎えた「バレーボールクリニックinMIYAKOJが、「朝日

大学公開講座」として開催(共催'宮古島市教育委員会、後援ー

宮古バレーボール協会、特別協賛・中道環境開発)されました。

今回の宮古島でのクリニックは、体育会バレーボール部監督

の井上義浩が北京オリンピックチームのスタッフを務めたこと、世

界ジュニア男子代表としてブラジル大会への出場経験を有する

上地将貴選手(2013年度経営学部卒業)が沖縄県立伊良部

高校出身であることから実現し:ました。

酒井氏が熱の乙もった指導を行う

酒井氏は、中・高校生約200名を前に「一番大切なことは基

本と基礎、規律を守り、具体的な目標設定をすれば結果は必

ずついてくる」と語り、バレーボール教室で、は、生徒や指導者ら

が酒井氏から熱のこもった指導を受けていました。

輝かしい競技成績で

「清流の国ぎふ栄誉賞」受賞
本学体育会強化種目に所属の選手たちは、このたび輝かしい競

技成績により、「清流の国ぎふ栄誉賞」を受賞しました。

同賞は、スポーツの分野で国内、世界トップレベルの活躍をした

個人や団体に贈られる賞です。

また、このほか「スポーツ功労賞J、「優秀選手賞J、「岐阜県ス
ポーツ賞Jを大友克之学長や選手が受賞しました。

「清流の国ぎふ栄誉賞」を受賞

自転車競技部 秋田拓磨選手 (ビジネス企画学科4年.福井)

松本 貴治 選手 (ビジネス企画学科4年 愛媛)

渡塗朔太郎 選手 (ビジネス企画学科3年 岐阜)

小原佑太選手 (ビジネス企画学科2年 青森)

フェンシング部 女子サーブル団体

ボウリ ングチーム 入江菓々美選手 (ビジネス企画学科1年 愛知)
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会計研究部

「公認会計士試験(短答式)Jに合格
2012年春に創部

し高等学校や関係

団体からも大きな注

目を浴びている体育

会会計研究部では、

部員たちが難関資 h 

格である「公認会計

士試験 (短答式試 「公認会計士試験(短答式試験)Jに合格した学生

験)J、「税理士試験Jに合格しました。

「公認会計士試験(短答式試験)Jでは6名の合格者、「税理士

試験」では「簿記論J7名・「財務諸表論J4名の合格者をそれぞれ

輩出しました。

|新たな難関資格にチャレンジ

合格者たちは、気持ちを切り替え「公認会計士試験(論文式試

験)Jをはじめとする新たな難関資格試験合格をめざし日々勉学に
励むこととなります。

学生たちは、来るべき国際未来社会での活躍を夢に、着実に実

社会で必要となる能力を身に付けつつあります。

CLOSEUP…… 

自転車競技部 プロの頂点をめざせ
体育会自転車競技部の上遠野拓馬選手(ビジネス企画

学科4年宮城古川学園高校出身)、中野雄喜選手(同学

科4年 .京都北桑田高校出身)、松本貴治選手(同学科4

年 .愛媛松山霊陵高校出身)が、みごと「第111四日本競輪

学校入学試験Jに合格しました。

昨年8月開催の「全日本インカレ総合3位Jや「西日本インカ

レ総合10連覇」達成に大きく貢献した3名は、今後、日本競輪

学校でプロ選手としての競技力を身につけ、2017年夏に競

輪選手としてデビューする予定です。

なお、自転車競技部では、今回の3名のほか、すでに9名

が競輪選手として活躍してし主ます。

チームスプリント(手前から松本・上遠野・中野の各選手)
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創立45周年記念植樹
朝日大学では、本年1月20日(水)で創立45周年を迎えました。

これを記念して、穂積キャンパス内のAUクラブハウス(南棟)東

側にて「記念植樹」が行われました。

本学のさらなる発展・成長を願い、記念植樹を行った

森下伊三男副学長の挨拶の後、出席した教職員の手により本

学が一層たくましく発展-成長することを祈り、記念樹の「クロガネモ

チ」が植樹されました。
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沖縄をはじめ各地で教育懇談会
沖縄県出身者の在学生や新入生の

父母を対象とした「朝日大学教育懇談

会Jが、沖縄都ホテル(那覇市)で開催

され150名を超える参加がありました。

懇談会では、即戦力として実社会

に旅立つことができる魅力ある教育 沖縄で開催された教育懇談会

内容、きめ細かな指導体制、充実した医療体制や施設設備がそれ

ぞれ紹介されました。説明を聞いた父母からは、「沖縄と岐阜では

気候などの違いはあるものの、学べる環境が整っており安心して子

供を送り出すことができますJとの声が数多く聴かれました。

I rビデオレター」を上映
懇談会場では、穂積キャンパス内で撮影された沖縄県出身学生

のビデオレターが上映され、参加者たちは、岐阜の地で生き生きと大

学生活を送る我が子の姿を確認していました。

また、同様の教育懇談会が大阪、金沢、福岡、熊本でも開催され、

多くの父母たちが、熱心に学修環境の説明などに耳を傾けていました。

12016年度学年暦」決まる 入学式を4月2日に挙行
保健医療学部

前学期の日程 イヲ 事 等 (i主)日程等変更となる場合があります。

3月31 日~4月 4 日
オリ工ンテーション期間 4月9日 新入生研修

(定期健康診断を含む。) 7月23日 前学期授業終了

8月22日~26日 |実習期間(1学年)

9月12日 |後学期授業開始

4月2日 l入学式 7月25日~ 7月30日 前学期定期試験期間

4月5日 前学期授業開始 8月 1 日~5 日 実習期間(1学年)

法学部・経営学部 (注)日程等変更となる場合があります。歯 学 部 (6学年も3月30日に新年度開始) (注)日程等変更となる場合があります。

前学期の日程 17 事 等
前学期の日程

3月30日~4月 4 日 ガイダンス期間(定期健康診断を含む。)

4月2日 入学式(春季)
3月30日

教務オリヱンテーション、

4月5日 前学期復業開始 定期健康診断(2.3学年)

3月30日~4月13日 履修登録期間 3月31日 実力テスト

4月20日 「建学の精神と社会生活」フィルドワ ク
4月1日

教務オリエンテーション、 教務オリヱンテーション、 教務オリ工ンテーション、

4月21 日~27日 履修登録修正期間 定期健康診断 定期健康診断(4学年) 定期健康診断

7月25日 前学期授業終了
4月2日

入学式、

7月27日~8月 2 日 前学期定期試験期間 学生部オリ工ンテーション

8月 3 日~9月19日 夏季休業期間
4月4日
円一 |前学期授業開始

8月 3 日~1 2日 集中講義期間 教務オリエンテーション (2学年以上)

8月19日
前学期定期試験合否結果発表目、 4月5日・6日 新入生学外研修

前学期追・再試験手続日 4月7日 前学期授業開始

8月26日~9月 1 日 前学期追・再試験期間 5月7日 |登院式

9月20日 卒業式(秋季)・入学式(秋季) 5 月30日~6月4日 前学期中間試験期間 (2~4学年)

9月23日 秋季ガイダンス 7月23日 前学期授業終了 前学期授業終了

9月23日 後学期授業開始
7 月25日~31 日

前学期定期試験開始 前学期定期詰験開始

法学部・経営学部では、綬業回数の確保という観点から、祝日等 前学期定期試験終了 前学期定期試験終了

(5/4・みどりの目、515・こどもの目、7パ8・海の目、11/3・文化の 8月1日 夏季休業開始 夏季休業開始

目、1ハ9・創立記念日)に授業を実施することとし、該当する祝祭 8月31日 夏季休業終了 夏季休業終了
自の振替休日として特定日(4/28、512、7/26、10/11、1/24)を

9月1日 後学期授業開始 後学期授業開始
休日(綬業を行わない)とします。

なお、このことにより、休日の日数が減ることはありません。 歯学部での祝日等の対応については、カレンダーのとおり取り扱うこととします。


